
122004
VOL 518

群馬県中小企業団体中央会



1

経  済

日本版ＬＬＰ
　ＬＬＰ（Limited Liability Partnership：有
限責任事業組合）とは、株式会社の有限
責任部分と民法組合のパススルー（構成
員課税）や自由な組織設計を合体させた
新しい事業体のこと。又、株式会社や有
限会社と異なり、最低資本金や取締役・
監査役の設置が法律で強制されないこと
が特徴。我が国の民法組合は、事業体に
法人課税をしないパススルーが認められ
てはいるものの、無限責任を負うことな
どから、出資者にとってはハイリスクな
制度となっていた。
　経済産業省では、このほど会社法改正
の中で民法上の組合の特例として、出資
者の責任を出資額限度（有限責任）とし、

金銭出資と労務出資を同等に扱うことで
構成員への適切な利益配分を実現する日
本版ＬＬＰを新設し、2005年に施行すべ
く検討を重ねている。平成17年度税制改
正要望にもＬＬＰ制度の創設に係る特例
措置が盛り込まれている。
　日本版ＬＬＰ制度は、企業同士のジョ
イントベンチャー、共同研究会社、投資
銀行やファンド会社など金融サービス、
ＩＴ産業、弁護士・税理士等多種多様の
分野で活用が考えられている。
　又、優れた技術があっても財力が乏し
い個人や中小・ベンチャー企業が、大企
業等と一緒に仕事がしやすくなることに
より、専門力発揮や新産業創造の促進に
もつながることが期待されている。
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「
今
、変
革
の
時
…
組
織
の
力
で
挑
戦
！
」を
テ
ー
マ
に
、

第
五
十
六
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
が
十
一
月
十
一

日
、
新
潟
市
・
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
は
、
十
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越

地
震
の
影
響
か
ら
、一
時
は
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
た
が
、最
終

的
に
は
四
千
百
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
震
災
を
配
慮
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
一
部
変

更
と
な
っ
た
が
、
震
災
復
興
支
援
対
策
に
関
す
る
特
別
決

議
を
含
め
た
十
四
項
目
の
決
議
が
行
わ
れ
た
。

　

尚
、
本
大
会
で
は
、
本
会
岸
正
路
会
長
が
副
議
長
に
選

任
さ
れ
た
。

　

全
国
大
会
は
、
全
国
の
中
小
企
業
団
体
の
代
表
者
が
一

堂
に
会
し
、自
ら
の
決
意
を
内
外
に
表
明
す
る
と
と
も
に
、

国
等
に
対
し
て
中
小
企
業
振
興
施
策
の
充
実
強
化
を
訴

え
、
組
合
組
織
等
を
基
盤
と
し
た
中
小
企
業
の
安
定
的
な

発
展
を
期
す
べ
く
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

新
潟
県
で
同
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
四
十
七

年
の
第
二
十
四
回
大
会
以
来
三
十
二
年
ぶ
り
の
こ
と
。

　

今
回
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
一
部
変
更
さ
れ
、
開
会
宣

言
に
先
立
ち
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
石
川
忠
全
国
中

央
会
会
長
よ
り
高
橋
助
七
新
潟
県
中
央
会
会
長
へ
義
援
金

が
手
渡
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
青
柳
芳
郎
新
潟
県
中
央
会
副
会
長
が
開
会
を

第56回中小企業団体全国大会

今、変革の時…
組織の力で挑戦！

～震災復興の特別決議を含め14項目を決議～

新
分
野
開
拓
に
積
極
果
敢
な
挑
戦
を
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宣
言
し
、
高
橋
新
潟
県
中
央
会
会
長
が
、
本
大
会
を
契
機

に
中
小
企
業
組
織
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
日
本
経
済

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
き
た
い
旨
の
開
会
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

次
い
で
、
国
歌
・
団
体
歌
斉
唱
の
後
、
主
催
者
を
代
表

し
て
石
川
全
国
中
央
会
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
石
川
会

長
は
、
震
災
被
災
者
に
対
す
る
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ

た
後
、「
景
気
は
大
企
業
に
お
い
て
回
復
感
が
高
ま
っ
て
い

る
も
の
の
、
中
小
企
業
に
あ
っ
て
は
収
益
低
迷
と
過
剰
債

務
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
需
要
増
の
企
業
に
あ
っ
て
も
原

材
料
高
騰
や
単
価
引
き
下
げ
圧
力
に
よ
っ
て
利
益
を
確
保

で
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
変
化
に
対
応
で

き
る
経
営
体
質
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
あ

る
が
、
個
々
の
企
業
で
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
に
つ

い
て
は
、
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
連
携
組
織
を

中
心
に
相
互
の
力
を
結
集
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
今
回
の
大
会
は
、
テ
ー
マ
が
示
す
と
お
り
、
新
分
野

開
拓
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く

前
進
す
べ
く
、
一
層
団
結
を
強
固
に
し
て
我
が
国
中
小
企

業
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く
契
機
と
す
べ
き
で
あ
る
。
政

府
に
お
い
て
も
、
景
気
回
復
の
効
果
を
中
小
企
業
に
広
く

及
ぼ
す
よ
う
な
経
済
対
策
や
新
潟
県
中
越
地
震
の
復
興
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
主
催
者
を
代
表
し
て
力
強
い
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
大
会
名
誉
会
長
代
理
と
し
て
登
壇
し
た
高
橋

正
樹
新
潟
県
副
知
事
に
よ
る
挨
拶
と
来
賓
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
後
、
議
長
・
副
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
、

高
橋
新
潟
県
中
央
会
会
長
、
副
議
長
に
は
、
渡
辺
正
利
北

海
道
中
央
会
会
長
並
び
に
本
会
岸
正
路
会
長
が
選
任
さ
れ

議
案
審
議
に
入
っ
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
永
島
賢
司
新
潟
県
中
央
会
副
会
長
が

「
新
潟
県
中
越
地
震
被
害
に
対
す
る
万
全
で
き
め
細
か
な

復
興
支
援
対
策
と
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
予
算
の
充
実

強
化
」、
田
附
良
知
滋
賀
県
中
央
会
会
長
が
「
着
実
な
景
気

対
策
の
実
施
と
税
制
・
金
融
対
策
の
充
実
」、
正
木
計
太
郎

福
岡
県
中
央
会
会
長
が
「
街
づ
く
り
三
法
の
抜
本
的
な
見

直
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
意

見
発
表
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
発
表
を
受
け
、
議
長
は
、
震
災
復
興
支

援
を
求
め
た
特
別
決
議
を
は
じ
め
、
組
合
等
連
携
組
織
の

支
援
強
化
等
十
四
項
目
に
及
ぶ
決
議
案
を
議
場
に
諮
り
、

満
場
異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
決
定
し
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
初
め
に
、
小
泉
純

一
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
次
の
と
お
り
披
露

さ
れ
た
。「
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
総
理
に
就
任
し
て
以
来
、『
民
間
に
で

き
る
こ
と
は
民
間
に
』、『
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
』

と
い
う
方
針
で
改
革
を
進
め
て
き
た
結
果
、
よ
う
や
く
出

て
き
た
改
革
の
芽
を
大
き
な
木
に
成
長
さ
せ
て
い
け
る
か

否
か
、
こ
れ
か
ら
が
い
よ
い
よ
正
念
場
と
い
え
る
。
中
小

企
業
を
巡
る
状
況
は
地
域
ご
と
に
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
る

が
、
地
域
の
再
生
や
中
小
企
業
の
活
性
化
な
く
し
て
我
が

国
経
済
の
発
展
は
望
め
な
い
。
や
る
気
と
能
力
の
あ
る
中

小
企
業
が
潜
在
能
力
を
発
揮
し
て
厳
し
い
状
況
を
克
服
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
政
府
は
中
小
企
業
政
策
を
進
め
て

い
き
た
い
」。

主催者挨拶を行う
　石川全国中央会会長

挨拶を行う高橋新潟県中央会会長（中央）と副議長に選任された本会
岸会長（左）、渡辺北海道中央会会長（右）

特
別
決
議
を
含
め
十
四
項
目
を
決
議
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総
理
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
続
い
て
、
保
坂
三
蔵
経
済
産
業

副
大
臣
、
高
橋
満
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議
官
、
田
中

孝
文
農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
審
議
官
、
江
崎
格
商
工
中

金
理
事
長
か
ら
、
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
中
小

企
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
優
良
組
合
三
十
九
組
合
、
組

合
功
労
者
六
十
九
人
、
中
央
会
優
秀
専
従
者
二
十
六
人
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

本
会
関
係
者
で
は
、
優
良
組
合
と
し
て
、
太
田
機
械
金

属
工
業
協
同
組
合
（
吉
川
彰
充
理
事
長
）、
組
合
功
労
者
と

し
て
、
遠
藤
祐
司
氏
（
群
馬
県
高
圧
容
器
整
備
協
同
組
合

理
事
長
）
が
そ
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

　

続
い
て
、
堀
一
新
潟
県
中
央
会
副
会
長
が
、
デ
フ
レ
脱

却
の
た
め
の
強
力
な
景
気
対
策
、中
小
企
業
対
策
を
講
じ
、

中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
新
潟
県
中
越
地
震
被
災
中
小
企
業
に
対
し
、
万

全
の
対
策
を
求
め
る
な
ど
を
中
心
と
し
た
大
会
宣
言
を
力

強
く
発
表
し
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

第
五
十
七
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
の
開
催
地
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
七
年
九
月
十
五
日
、
北
海
道
札
幌
市
の

「
札
幌
ド
ー
ム
」
で
開
催
す
る
旨
決
定
・
発
表
さ
れ
、
大
会

旗
が
高
橋
新
潟
県
中
央
会
会
長
か
ら
渡
辺
北
海
道
中
央
会

会
長
に
継
承
さ
れ
た
。

　

大
会
旗
を
引
き
継
い
だ
渡
辺
北
海
道
中
央
会
会
長
は
、

次
期
大
会
の
成
功
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
各

中
央
会
へ
の
協
力
要
請
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
北
海
道
の

大
自
然
や
文
化
・
風
物
詩
が
ビ
デ
オ
で
放
映
さ
れ
た
。

　

尚
、
今
回
は
、
震
災
被
災
者
に
配
慮
し
て
万
歳
三
唱
は

省
略
し
、
佐
藤
功
新
潟
県
中
央
会
副
会
長
が
閉
会
挨
拶
を

行
い
、
本
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

次
期
開
催
地
は
北
海
道「
札
幌
ド
ー
ム
」

大会旗を受け取る
渡辺北海道中央会会長

　
　

大
会
決
議

①
景
気
対
策
の
実
施
と
中
小
企
業
対
策
・
中
小
企
業

連
携
組
織
対
策
の
充
実
・
強
化

②
中
小
企
業
経
営
革
新
等
総
合
支
援
法
（
仮
称
）
に

よ
る
組
合
等
連
携
組
織
の
支
援
強
化

③
中
小
企
業
金
融
対
策
の
充
実

④
景
気
に
配
慮
し
た
税
制
の
見
直
し
と
中
小
企
業

関
係
税
制
の
充
実
・
強
化

⑤
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
可
能
と
す
る

税
制
の
確
立

⑥
信
用
組
合
に
対
す
る
支
援
の
充
実

⑦
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
抜
本
的
見
直
し
と
中
小
商

業
・
物
流
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
対
策
の
強
化

⑧
中
小
企
業
並
び
に
官
公
需
適
格
組
合
へ
の
官
公

需
発
注
の
増
大

⑨
中
小
企
業
に
配
慮
し
た
労
働
政
策
、
教
育
政
策
の

展
開

⑩
社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
わ
る
企
業
負
担
の
抑
制

⑪
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
支
援
の
充
実

⑫
不
当
廉
売
の
防
止
及
び
下
請
取
引
の
適
正
化
等

公
正
な
取
引
の
推
進

⑬
組
合
等
を
中
心
と
し
た
Ｉ
Ｔ
対
応
支
援
策
の
強
化

　
　
　
　

特
別
決
議

　

新
潟
県
中
越
地
震
被
害
に
対
す
る
万
全
で
き
め

細
か
な
復
興
支
援
対
策

優良組合
太田機械金属工業（協）
（理事長　吉川彰充氏）

組合功労者
遠 藤 祐 司 氏

（群馬県高圧容器整備（協）理事長）
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◆
高
崎
会
場

　

十
一
月
十
九
日　

高
崎
サ
ン
パ
レ
ス

◆
前
橋
会
場

　

十
一
月
二
十
四
日　

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

◆
渋
川
会
場

　

十
一
月
二
十
六
日　

渋
川
プ
リ
オ
パ
レ
ス

《
組
合
制
度
の
啓
蒙
普
及
》

　

県
内
各
地
に
は
、
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
が
経
営
し
て
い

る
農
産
物
直
売
所
等
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

施
設
を
訪
問
し
、
グ
ル
ー
プ
の
運
営
・
経
営
状
況
を
聞
き

取
る
と
と
も
に
、
創
業
の
た
め
の
企
業
組
合
制
度
の
紹
介

や
組
織
化
の
意
向
を
確
認
。
ま
た
、
小
企
業
者
の
任
意
グ

ル
ー
プ
に
対
す
る
講
習
会
の
開
催
を
通
じ
、
中
小
企
業
組

合
制
度
の
啓
蒙
普
及
活
動
を
展
開
し
た
。

　

中
央
会
で
は
、
組
合
等
連
携
組
織
の
活
用
と
そ
の
活
動

の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
毎
年
十
一
月
を
「
連
携
組

織
強
化
月
間
」
と
し
、
統
一
的
な
連
携
組
織
推
進
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
組
織
化
に
関

す
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
他
、
十
一
月
十
五

日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
の
延
べ
四
日
間
、
県
内
四
会

場
に
て
「
組
織
化
推
進
連
絡
会
」
を
開
催
。
さ
ら
に
、
小

企
業
者
の
任
意
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
講
習
会
の
開
催
や
農

村
女
性
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
組
合
制
度
の
啓
蒙
普
及
活
動

等
も
展
開
し
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

《
組
織
化
推
進
連
絡
会
の
開
催
》

　

本
連
絡
会
は
、
県
内
各
地
区
の
行
政
、
商
工
団
体
の
担

当
者
に
参
加
い
た
だ
き
、
各
地
区
に
お
け
る
任
意
グ
ル
ー

プ
等
の
活
動
状
況
、
地
域
の
中
小
企
業
が
直
面
し
て
い
る

課
題
等
の
情
報
を
提
供
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各
機
関
と

の
密
接
な
連
携
を
図
っ
て
本
会
の
組
織
化
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
目
的
。

　

連
絡
会
で
は
、
本
会
深
井
専
務
理
事
の
主
催
者
挨
拶
に

続
き
、
高
橋
常
務
理
事
が
座
長
と
な
り
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。
先
ず
本
会
か
ら
、
中
小
企
業
組
合
制
度
、
全
国
の
組

合
動
向
や
事
例
等
に
よ
る
中
小
企
業
組
合
の
活
動
状
況
、

さ
ら
に
、
県
内
の
組
合
設
立
動
向
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
し
た
各
地
区
の
県
行
政
事
務
所
・
労
働

経
済
課
、
市
役
所
・
商
工
担
当
課
、
商
工
会
議
所
、
商
工

会
の
担
当
者
と
の
間
で
、
地
域
経
済
や
産
業
動
向
、
組
織

化
を
検
討
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
状
況
、
新
製
品
開
発
や

新
規
事
業
展
開
等
の
特
色
あ
る
企
業
事
例
、
産
学
官
連
携

等
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
、
地
域
振
興

に
関
連
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
グ
ル
ー
プ
活
動
、
地
域
中
小
企

業
が
抱
え
る
課
題
等
を
巡
っ
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

　

各
機
関
担
当
者
か
ら
は
、
地
域
の
状
況
や
中
小
企
業
の

課
題
等
に
つ
い
て
多
く
の
有
意
義
な
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、

今
後
の
組
織
化
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
上
で
の
連
携

強
化
と
貴
重
な
情
報
を
得
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

連
絡
会
の
各
地
区
で
の
開
催
状
況
は
以
下
の
通
り
。

◆
太
田
会
場

　

十
一
月
十
五
日　

グ
レ
イ
ス
フ
ォ
ー
ト

組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
をををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

　

組
織
化
推
進
連
絡
会
等
を
開
催

〜
組
合
制
度
の
啓
蒙
普
及
活
動
を
展
開
〜

連
携
組
織
強
化
月
間
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
一
定
期
間
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
（
現
金
及
び
現
金
同
等
物
）
の
流
れ
を
客
観
的
に
表

示
し
、
財
務
実
体
を
そ
の
ま
ま
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
構
成
は
営
業
Ｃ
／
Ｆ
、
投
資
Ｃ
／
Ｆ
、
財
務
Ｃ
／
Ｆ

の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
営
業
Ｃ
／
Ｆ
は
企
業
の

本
来
事
業
で
あ
る
営
業
活
動
が
順
調
に
行
な
わ
れ
て
い
る

か
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
計
算
方
法
に
は
直
接

法
と
間
接
法
と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
企
業
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成
す

る
場
合
、
直
接
法
で
数
字
を
表
す
の
は
大
変
な
た
め
、
間

接
法
で
作
成
し
て
い
る
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。

で
も
①
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
今
や
第
三
の

決
算
書
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
重
要

視
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
十
月
十
三
日
、
二
十
日
、
二
十
七
日
の
三

日
間
に
わ
た
り
、
中
小
企
業
の
若
手
経
営
者
及
び
後
継
者

の
方
を
対
象
と
し
、
中
小
企
業
診
断
士
斎
藤
義
彦
先
生
に

財
務
管
理
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
第
三
回
目
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
（
Ｃ
／
Ｆ
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

企
業
は
資
金
調
達
力
を
高
め
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入

金
に
依
存
し
な
い
財
務
内
容
に
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
は
売
上
重
視

か
ら
利
益
重
視
の
経
営
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

経
営
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

企
業
の
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
我
が
国

の
会
計
基
準
も
国
際
的
な
会
計
基
準
へ
と
変
更
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。
①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
、
②
税
効

果
会
計
、
③
退
職
給
付
会
計
、
④
金
融
商
品
時
価
評
価
会

計
、
⑤
減
損
会
計
等
が
導
入
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
中

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
必
要
性

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と
は

チャレンジしてみましょう�
（単位：百万円）キャッシュフロー計算書

算式自社事例項　　　　　目

Ⅰ営業活動によるキャッシュフロー

�70　�当期純利益（＋）

　�非資金の費用項目

�20　　1.減価償却費（＋）

�＋�－�－�11　　2.諸引当金の増加（＋）・減少（－）額

　�回収・支払サイト

－�－10　　1.受取手形の増加（－）・減少（＋）額

－�－5　　2.売掛金の増加（－）・減少（＋）額

－�－15　　3.棚卸資産の増加（－）・減少（＋）額

－�－1　　4.その他の流動資産の増加（－）・減少（＋）額

�－10　　5.支払手形の増加（＋）・減少（－）額

�－15　　6.買掛金の増加（＋）・減少（－）額

�－10　　7.前受金の増加（＋）・減少（－）額

�5　　8.その他の流動負債の増加（＋）・減少（－）額

�5　　9.その他の固定負債の増加（＋）・減少（－）額

－�－5　　10.（利益処分）役員賞与の支払（－）額

40（Ⅰの計）

Ⅱ投資活動によるキャッシュフロー

－�10　1.有価証券の購入（－）・売却（＋）額

－�0　2.土地の購入（－）・売却（＋）額

－（�＋�）0　3.減価償却資産の増加（－）・減少（＋）額

－�－5　4.無形固定資産の増加（－）・減少（＋）額

－�－5　5.投資有価証券の購入（－）・売却（＋）額

－�－10　6.長期貸付金の貸付（－）・回収（＋）額

－�5　7.その他の固定資産の増加（－）・減少（＋）額

－�10　8.繰延資産の増加（－）・減少（＋）額

5（Ⅱの計）

45フリーキャッシュフロー（Ⅰ＋Ⅱ）

Ⅲ財務活動によるキャッシュフロー

�－10　1.短期借入金の増加（＋）・減少（－）額

�－20　2.長期借入金の増加（＋）・減少（－）額

�＋�0　3.増資（＋）額

－�－5　4.（利益処分）株主配当金の支払（－）額

－35（Ⅲの計）

10キャッシュの増加・減少額（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）

�40キャッシュの期首残高

50キャッシュの期末残高

�50検算（貸借対照表の現金及び預金）

　
　
　
　
 
誌
上
講
演

　
 
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののののののの
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

中
小
企
業
の
財
務
管
理

〜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
の
実
践
〜　

中
小
企
業
診
断
士

斎

藤

義

彦

氏　
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①
営
業
Ｃ
／
Ｆ

　

企
業
本
来
の
事
業
に
よ
る
資
金
の
収
支
状
況
を
表
し
て

い
る
も
の
で
、
本
業
で
あ
る
営
業
活
動
が
順
調
に
行
な
わ

れ
て
い
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

②
投
資
Ｃ
／
Ｆ

　

営
業
Ｃ
／
Ｆ
で
稼
い
だ
資
金
が
、
企
業
存
続
の
た
め
、

あ
る
い
は
、
企
業
の
将
来
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

③
財
務
Ｃ
／
Ｆ

　

資
金
の
調
達
、
借
入
の
実
行
及
び
返
済
等
の
財
務
活
動

が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
財

務
Ｃ
／
Ｆ
は
、
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
、
投
資
キ
ャ
ッ
シ
ュ
と

の
関
係
で
反
対
表
示
が
生
じ
ま
す
。企
業
体
質
の
健
全
化
、

強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
見
方
を
、
中
小
企
業
庁

資
料
の
例
で
見
る
と
、「
営
業
Ｃ
／
Ｆ：

四
十
」「
投
資
Ｃ

／
Ｆ：

五
」「
財
務
Ｃ
／
Ｆ：

▲
三
十
五
」で
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
営
業
で
四
十
稼
ぎ
、
投
資
で
五
稼
ぎ
、
財
務
で
三
十

五
を
体
質
改
善
に
向
け
支
出
し
、
結
果
的
に
期
首
よ
り
期

末
が
十
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
増
加
が
図
ら
れ
た
と
読
み
取
れ

ま
す
。

　

次
い
で
、
Ｃ
／
Ｆ
の
増
加
の
内
容
が
何
に
基
づ
い
た
も

の
で
あ
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

が
営
業
Ｃ
／
Ｆ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
投

資
Ｃ
／
Ｆ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
財
務
Ｃ

／
Ｆ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
に
よ
り
、
経
営
の
ス
タ
イ

ル
、
例
え
ば
、
本
業
重
視
か
、
投
資
重
視
か
、
財
務
重
視

か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

営
業
Ｃ
／
Ｆ
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
た
り
前
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
入
金
を
増
加
さ
せ
、
出
金
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
売
上
高
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
、
商
品

の
低
価
仕
入
、
在
庫
ロ
ス
の
減
少
、
人
件
費
等
の
一
般
経

費
の
削
減
を
図
る
、
②
受
取
手
形
や
売
掛
金
等
の
売
上
債

権
の
早
期
回
収
に
努
め
る
、
③
棚
卸
資
産
の
適
正
化
を
図

り
、
資
金
の
滞
留
を
少
な
く
す
る
、
④
支
払
手
形
、
買
掛

金
等
の
債
務
期
間
を
売
上
債
権
よ
り
長
く
し
、
短
期
借
入

金
を
長
期
借
入
金
に
切
り
換
え
る
、
⑤
で
き
る
だ
け
経
費

節
減
を
行
い
、
固
定
資
産
の
活
用
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

過
大
な
投
資
を
控
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

企
業
の
評
価
は
、
決
算
書
の
当
期
利
益
だ
け
で
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
収
益
力
、
資
金
力
、
そ
の
資
金
の
活
用

状
況
に
よ
っ
て
成
長
性
や
将
来
性
を
評
価
す
る
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
見
方

営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
策

キャッシュフロー計算書の作成に
キャッシュフロー計算書は、２期分の決算書から作成することができます。
次の計算事例を参考にしながら、自社のキャッシュフロー計算書の作成にチャ
レンジしてみましょう。

（単位：百万円）①貸借対照表の入力
増減当期前期勘定科目増減当期前期勘定科目

－10�1020支払手形1050�40�現金及び預金

－15�7085買掛金10�4030受取手形

－10�3040短期借入金5�9085売掛金

－10�010前受金15�6550棚卸資産

15�4025引当金－10�1020有価証券

5�2015その他の流動負債1�1211その他の流動資産

－25170195流動負債合計－1�－2－1貸倒引当金

－20�100120長規借入金30265235流動資産合計

－10�010引当金0�5050土地

5�2015その他の固定負債－20�100120減価償却資産

－25120145固定負債合計5�2015無形固定資産

－50290340負債合計5�1510投資有価証券

0�2020資本金10�2010長期貸付金

0�1010資本剰余金－5�1015その他の固定資産

205030利益剰余金－5�－10－5貸倒引当金

4011070当期未処分利益－10205215固定資産合計

60190130資本合計－10�1020繰延資産合計

10480470負債・資本合計10480470資産合計

（注）利益剰余金のうち、当期未処分利益は別立て表示します。

③利益処分の入力②損益計算書の入力
増減当期前期勘定科目増減当期前期勘定科目

4011070当期未処分利益3001,5001,200売上高

5105�配当金2401,200960売上原価

5105�役員賞与60300240売上総利益

103020積立金積立額10180170販売費・一般管理費

206040次期繰越利益02424（うち役員報酬）

5012070営業利益

－420�24減価償却費121受取利息配当金

（注）現金及び預金について
上場会社等で強制されている「現金及び現金同等
物」ではなく、中小企業はその適用が任意である
ので、ここでは簡略化して「現金及び預金」とし
て取り扱います。

数値を入力するだけでキャッシュフロー計算書ができる
「キャッシュフロー計算書の簡易作成ツール」が次のア
ドレスからダウンロードできます。
活用してみて下さい。
【http://www.chusho.meti.go.jp/zeisei/kaikei_tool.htm】

　出所：「中小企業の会計38問38答（改訂版）」中小企業庁

102010その他の営業外収益

033支払利息割引料

5138その他の営業外費用

5612670経常利益

022特別利益

682特別損失

5012070税引前当期純利益

205030法人税、住民税及び事業税

3070�40当期純利益

104030前期繰越利益

4011070当期未処分利益
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年
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
六
三
・
〇
％

（
百
六
十
事
業
所
）
が
「
支
給
す
る
」
と
し
て
お
り
、「
未

定
」
が
二
四
・
〇
％
（
六
十
一
事
業
所
）、「
支
給
し
な
い
」

が
一
三
・
〇
％
（
三
十
三
事
業
所
）
と
な
っ
た
。「
支
給
す

る
」
と
し
た
事
業
所
の
割
合
が
昨
年
と
比
べ
、
五
・
四
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、「
未
定
」「
支
給
を
し
な
い
」
と
す
る
事

業
所
の
割
合
は
減
少
し
て
い
る
。

　

年
末
賞
与
を
「
支
給
す
る
」
と
し
「
有
額
回
答
」
を
得

た
百
四
十
七
事
業
所
の
支
給
予
定
額
の
集
計
結
果
は
、
全

産
業
平
均
で
三
十
四
万
六
千
二
百
六
十
一
円
、支
給
率（
所

定
内
給
与
に
対
す
る
支
給
月
数
）
一
・
三
八
ヵ
月
の
支
給

見
込
み
と
な
っ
た
。

　

昨
年
の
支
給
実
績
（
三
十
三
万
六
百
五
十
六
円
、
一
・

三
三
ヵ
月
）
と
比
較
す
る
と
、
額
一
万
五
千
六
百
五
円
、

率
〇
・
〇
五
ヵ
月
、
上
昇
率
四
・
七
二
％
で
、
額
・
率
と

も
に
、
昨
年
に
続
き
増
加
見
込
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
、
同
一
業
種
内
で
も
大
き
な
支
給
格
差
が
見

受
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

支
給
額
の
増
減
要
因
に
つ
い
て
、
増
加
要
因
で
は
、「
業

績
向
上
の
た
め
」
四
六
・
二
％
、「
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ

る
た
め
」
三
三
・
三
％
、「
そ
の
他
」
一
二
・
八
％
、「
世

間
相
場
に
合
わ
せ
る
た
め
」
七
・
七
％
、「
労
働
力
の
確
保

定
着
の
た
め
」
五
・
一
％
と
な
っ
た
。
横
ば
い
・
減
少
要

因
で
は
、「
収
益
の
低
下
」
八
七
・
三
％
、「
業
績
悪
化
、

売
り
上
げ
不
振
な
ど
」
六
一
・
九
％
、「
賃
金
抑
制
の
た

め
」
二
五
・
四
％
、「
そ
の
他
」
二
二
・
二
％
、「
賃
金
の

引
き
下
げ
に
よ
る
た
め
」
一
二
・
七
％
と
な
っ
た
。

　

製
造
業
平
均
で
は
三
十
六
万
四
千
九
百
七
十
七
円
、
支

給
率
一
・
四
七
ヵ
月
の
支
給
見
込
み
と
な
っ
た
。
昨
年
の

支
給
実
績
と
比
較
す
る
と
、額
一
万
八
千
四
百
三
十
九
円
、

率
〇
・
〇
六
ヵ
月
、
上
昇
率
五
・
三
二
％
で
、
と
も
に
増

加
の
見
込
み
と
な
っ
た
。
非
製
造
業
平
均
で
は
、
二
十
九

万
三
千
四
百
七
十
円
、
一
・
一
五
ヵ
月
の
支
給
見
込
み
と

な
っ
た
。
昨
年
の
支
給
実
績
と
比
較
す
る
と
、
額
七
千
六

百
八
円
、
率
〇
・
一
五
ヵ
月
、
上
昇
率
二
・
六
六
％
で
、

と
も
に
増
加
の
見
込
み
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
で
支
給
額
が
最
も
多
い
の
は
、「
化
学
」
の
四
十

三
万
千
九
十
五
円
（
一
・
七
六
ヵ
月
）、
次
い
で
、「
出
版

･
印
刷
」
四
十
一
万
八
千
二
百
五
十
円
（
一
・
五
六
ヵ
月
）

　本会では例年同様11月１日時点で「年末賞与支給見込み
調査」（従業員300人以下、450事業所対象）を行い、254事
業所から回答を得た。
　今年の年末賞与支給見込みは、全産業で２年連続（本会
調査）の増加見込み（対前年比15,605円、0.05 ヵ月増、上
昇率4.72％）となったが、依然として、同一業種内におけ
る支給格差が見受けられる結果となった。

概　
　

況

業
種
別
支
給
見
込
み



9

と
な
っ
て
お
り
、
四
十
万
円
台
の
支
給
は
二
業
種
と
な
っ

た
。
一
方
、
支
給
額
が
最
も
低
い
の
は
、「
運
輸
」
の
二
十

万
千
四
百
三
十
八
円
（
〇
・
八
九
ヵ
月
）
で
、
唯
一
支
給

率
が
一
・
〇
〇
ヵ
月
を
下
回
っ
た
。

　

対
前
年
度
比
較
で
、
支
給
額
が
一
万
円
以
上
増
加
す
る

見
込
み
の
業
種
は
、「
小
売
」（
四
万
三
千
九
百
七
十
五
円
）、

「
窯
業
・
土
石
製
品
」（
四
万
千
三
百
十
一
円
）、「
金
属
・

同
製
品
」（
三
万
三
千
五
百
二
十
五
円
）、「
出
版
･
印
刷
」

（
三
万
二
千
八
百
九
十
五
円
）、「
木
材
・
木
製
品
」（
二
万

六
千
二
百
五
円
）、「
機
械
・
機
器
」（
一
万
八
千
八
百
六
十

円
）、「
運
輸
」（
一
万
二
千
百
二
十
五
円
）の
七
業
種
と
な
っ

た
。

　

一
方
、
支
給
額
が
減
少
す
る
見
込
み
の
業
種
は
、「
そ
の

他
・
製
造
業
」（
▲
六
千
百
四
十
円
）、「
卸
売
」（
▲
五
千

八
百
七
十
四
円
）
の
二
業
種
と
な
っ
た
。

　

規
模
別
に
お
け
る
支
給
見
込
み
は
、
製
造
業
で
は
、「
五

一
〜
一
〇
〇
人
」
が
額
四
十
二
万
六
千
八
十
八
円
、
率
一
・

六
四
ヵ
月
と
最
も
高
く
、
前
年
支
給
実
績
（
四
十
一
万
九

千
八
百
三
十
九
円
、
一
・
六
三
ヵ
月
）
と
の
比
較
で
、
額

六
千
二
百
四
十
九
円
、
率
〇
・
〇
一
ヵ
月
の
増
加
、
上
昇

率
一
・
四
九
％
と
な
っ
た
。
非
製
造
業
に
お
い
て
も
、「
五

一
〜
一
〇
〇
人
」
が
額
三
十
一
万
九
千
四
百
六
十
円
、
率

一
・
二
五
ヵ
月
と
最
も
高
か
っ
た
が
、
前
年
支
給
実
績（
三

十
二
万
二
千
七
百
七
十
七
円
、
一
・
二
四
ヵ
月
）
と
の
比

較
で
は
、
額
▲
三
千
三
百
十
七
円
、
率
〇
・
〇
一
ヵ
月
、

上
昇
率
▲
一
・
〇
三
％
と
な
っ
た
。
な
お
、
非
製
造
業

「
一
〇
一
〜
三
〇
〇
人
」
に
は
回
答
が
な
か
っ
た
。

規模別支給見込み（回答事業所による単純平均で算出）

有　効
回答数

対 前 年 比 較昨年の支給実績本年の支給見込み項目
規模 上昇率支給率支給額支給率支給実績額支給率支給見込額所定内給与

社％ヵ月円ヵ月円ヵ月円円

製　

造　

業

3310.570.0829,0311.18274,6351.26303,666241,9221～20人
215.740.0920,0381.37349,2701.46369,308253,77721～30人
203.890.0613,8551.44355,9891.50369,844247,03831～50人
261.490.016,2491.63419,8391.64426,088259,82751～100人
95.310.1320,1091.64379,0301.77399,139225,232101～300人
196.20▲0.0516,7101.21269,4161.16286,126246,0901～20人

非
製
造
業

9▲1.10▲0.02▲3,1621.02286,5371.00283,375283,90821～30人
50.480.091,5111.19313,5181.28315,029245,75331～50人
5▲1.030.01▲3,3171.24322,7771.25319,460255,18851～100人
0－－－－－－－－101～300人

業種別支給見込み（回答事業所による単純平均で算出）

有　効
回答数

対 前 年 比 較昨年の支給実績本年の支給見込み項目
業種 上昇率支給率支給額支給率支給実績額支給率支給見込額所定内給与

社％ヵ月円ヵ月円ヵ月円円
全産業平均 1474.720.0515,6051.33330,6561.38346,261250,065

1095.320.0618,4391.41346,5381.47364,977247,982平　　　均
121.690.045,7031.43336,9221.47342,625232,361食 料 品

製　
　
　

造　
　
　

業

72.600.017,3271.23282,0961.24289,423232,833繊維・同製品
87.830.1326,2051.33334,5831.46360,788246,344木材・木製品
68.540.1032,8951.46385,3551.56418,250268,094出 版 ・ 印 刷
814.040.1641,3111.00294,2221.16335,533289,173窯業・土石製品
142.200.009,2991.76421,7961.76431,095244,626化 学
1810.750.0533,5251.39311,8191.44345,344239,469金属・同製品
255.220.0718,8601.42361,2511.49380,111254,387機 械 ・ 機 器
11▲1.730.02▲6,1401.43354,3491.45348,209239,345そ の 他
382.660.157,6081.00285,8621.15293,470255,940平　　　均
86.400.0112,1250.88189,3130.89201,438226,326運 輸

非
製
造
業

70.17▲0.014991.02300,0761.01300,575296,321建 設
9▲1.86▲0.04▲5,8741.23316,1821.19310,308260,514卸 売
318.83▲0.0643,9751.19233,5981.13277,573245,939小 売
111.95▲0.026,6531.40341,2331.38347,886251,675サ ー ビ ス

規
模
別
支
給
見
込
み
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主
要
事
業
に
対
す
る
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
業
種
別

に
見
る
と
、「
強
化
拡
大
」
の
事
業
所
の
割
合
が
最
も
高
い

業
種
は
、
食
料
品
五
三
・
九
％
、
次
い
で
対
個
人
サ
ー
ビ

ス
業
五
二
・
九
％
、
そ
の
他
の
製
造
業
三
四
・
八
％
、
対

事
業
所
サ
ー
ビ
ス
業
三
四
・
五
％
、
機
械
器
具
三
四
・
一

％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
縮
小
」「
廃
止
」
の

事
業
所
の
割
合
が
多
い
業
種
は
、
窯
業
・
土
石
三
七
・
一

％
、
繊
維
・
同
製
品
三
〇
・
〇
％
、
小
売
業
二
五
・
〇
％

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
小
売
業
で
は
「
廃
止
」
が
一
六
・

七
％
と
な
っ
て
お
り
、
業
種
に
よ
る
明
暗
が
窺
え
る
結
果

と
な
っ
た
。

経
営
状
況
及
び
主
要
事
業
の
今
後

　

一
年
前
と
比
べ
た
経
営
状
況
に
つ
い
て
、「
良
い
」
と
す

る
事
業
所
は
一
四
・
一
％
で
、
昨
年
（
一
〇
・
三
％
）
よ

り
三
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
一
方
、「
悪
い
」
と
す
る

事
業
所
は
四
〇
・
七
％
で
、
昨
年
（
五
〇
・
九
％
）
よ
り

一
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

　

製
造
業
と
非
製
造
業
を
比
較
す
る
と
、昨
年
と
比
べ「
良

い
」
と
す
る
事
業
所
は
、
製
造
業
一
九
・
一
％
、
非
製
造

業
八
・
一
％
で
、
製
造
業
の
方
が
一
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
て
い
る
。
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定
年
制
、勤
務
延
長
・
再
雇
用
制
度

　

定
年
制
が
あ
る
と
す
る
事
業
所
は
八
六
・
二
％
、
平
均

定
年
年
齢
は
六
〇
・
五
歳
と
な
っ
て
い
る
。

　

定
年
制
を
定
め
て
い
る
事
業
所
の
う
ち
、
勤
務
延
長
制

度
が
あ
る
と
す
る
事
業
所
は
三
六
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

退

職

金

制

度

　

退
職
金
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
退
職
一
時
金
制
度

の
み
が
あ
る
」
が
五
二
・
八
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で「
退

職
一
時
金
制
度
と
退
職
年
金
制
度
を
併
用
し
て
い
る
」
二

八
・
一
％
、「
退
職
年
金
制
度
の
み
が
あ
る
」
八
・
八
％
と

な
っ
て
お
り
、
退
職
金
制
度
が
あ
る
と
す
る
事
業
所
は
八

九
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
退
職
金
制
度
が
あ
る

事
業
所
の
支
払
準
備
形
態
は
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
（
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
等
を
含
む
）」
が
五
七
・
九

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
適
格
年
金
制
度
」
二
一
・
五

％
、「
厚
生
年
金
基
金
制
度
」
二
一
・
〇
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

勤
務
延
長
制
度
対
象
者
の
範
囲
は
、「
会
社
が
特
に
必
要

と
認
め
た
者
に
限
る
」
が
五
一
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
基
準
は
「
専
門
的
な
資
格
・
技
術
・
す
ぐ
れ
た
技
能

を
持
っ
て
い
る
こ
と
」
が
七
四
・
一
％
、
身
分
は
「
嘱
託

社
員
・
契
約
社
員
」
が
五
三
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
定
年
制
を
定
め
て
い
る
事
業
所
の
う
ち
、
再
雇

用
制
度
が
あ
る
と
す
る
事
業
所
は
、
五
九
・
〇
％
と
な
っ

て
い
る
。
再
雇
用
制
度
対
象
者
の
範
囲
は
、「
会
社
が
特
に

必
要
と
認
め
た
者
に
限
る
」
が
四
九
・
七
％
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
基
準
は
「
体
力
が
あ
り
、
健
康
で
あ
る
こ
と
」

が
八
三
・
八
％
、
身
分
は
「
嘱
託
社
員
・
契
約
社
員
」
が

六
八
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
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今
回
訪
問
し
た
群
馬
県
印
刷
工
業
組
合

は
、
県
下
の
印
刷
業
者
の
大
多
数
が
加
入

し
て
い
る
。
カ
ラ
ッ
と
し
た
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
十
一
月
初
旬
の
某
日
、
組
合
事
務

所
に
、
�
田
理
事
長
、
杉
浦
理
事
、
加
藤

事
務
局
長
を
訪
問
し
た
。

　

先
ず
初
め
に
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
�

田
理
事
長
に
伺
う
と
「
印
刷
業
界
は
受
注

産
業
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
代
表
的
な

の
は
年
賀
状
印
刷
の
受
注
で
す
。
年
末
が

近
づ
く
と
決
ま
っ
て
得
意
先
か
ら
注
文
が

入
り
、
一
昔
前
は
年
末
の
資
金
需
要
に
充

分
に
対
応
で
き
る
ほ
ど
安
定
し
た
注
文
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
、
企

業
だ
け
で
な
く
一
般
の
家
庭
に
ま
で
パ
ソ

コ
ン
が
普
及
し
、
市
販
の
ソ
フ
ト
を
購
入

す
れ
ば
簡
単
に
年
賀
状
の
作
成
が
で
き
て

し
ま
う
の
で
、
需
要
は
大
分
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
は
印
刷
物
で
情
報

を
提
供
し
て
き
た
も
の
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
電
子
媒
体
へ
の
利
用
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
お
客
様
が
従
来
ど
お
り
に

仕
事
を
発
注
し
て
く
れ
る
と
い
う
時
代
は

既
に
終
わ
り
、
印
刷
会
社
に
対
す
る
お
客

様
の
期
待
、
要
望
は
年
々
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
お
話
を

い
た
だ
い
た
。

　

さ
ら
に
、「
こ
う
し
た
厳
し
い
時
代
に

あ
っ
て
組
合
と
い
う
組
織
の
力
は
今
ま
で

以
上
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
組
合
事
業
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
や
電
子
入
札
な
ど
従
来
に
な
い
対
応
が

緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。全
印
工
連
、

関
東
十
県
協
議
会
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の
研

究
や
論
議
が
幅
広
く
展
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
組
合
が
収
集
し
、
県
域
レ

ベ
ル
の
も
の
に
咀
嚼
し
て
組
合
員
に
対
し

適
切
に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
に
、
手
取
り
足

取
り
の
護
送
船
団
の
時
代
は
終
わ
り
、
組

合
員
企
業
の
自
助
努
力
に
よ
る
対
応
が
何

よ
り
も
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
組
合

か
ら
発
信
す
る
情
報
等
を
組
合
員
が
上
手

く
利
用
し
て
、
経
営
に
役
立
て
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
事
業
を
通
じ
た
組

合
と
組
合
員
の
共
存
の
大
切
さ
を
強
く
示

し
て
く
れ
た
。

　
『
印
刷
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
』と
い
う
新
し

い
組
織
を
立
ち
上
げ
る
準
備
に
入
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
委
員

長
に
就
任
さ
れ
た
杉
浦
理
事
は
「
と
に
か

く
多
種
多
様
な
情
報
社
会
に
あ
っ
て
、

刻
々
と
変
化
す
る
周
辺
環
境
に
適
し
た
条

件
を
選
別
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
業
界
内
だ
け

で
な
く
学
識
経
験
者
な
ど
を
交
え
る
な

ど
、
業
界
外
か
ら
幅
広
い
視
点
で
も
っ
て

群
馬
県
の
印
刷
産
業
の
活
性
化
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
準
備
段
階
で
実
感
こ
そ
得
て
い
ま
せ
ん

が
、
私
た
ち
の
組
合
の
潜
在
能
力
を
フ
ル

に
活
か
し
て
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
成
功
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
そ

の
取
り
組
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

さ
ら
に
�
田
理
事
長
は
「
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、
個
別
に
事
業
を
進
め
て
き
た

群
馬
県
青
年
印
刷
研
究
会
と
群
馬
県
印
刷

営
業
士
会
を
組
合
直
属
の
組
織
と
し
て
編

入
さ
せ
ま
し
た
。
組
織
の
育
成
・
教
育
事

業
の
強
化
を
図
る
一
環
と
し
て
、
先
ず
は

『
印
刷
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
参
画
さ
せ
、

効
果
的
な
運
営
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
事
務
局
の
加
藤
さ

ん
に
は
大
変
な
労
力
を
掛
け
て
い
ま
す

が
、何
事
に
も
適
切
に
対
処
し
て
く
れ
る

の
で
、組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
信
望
が

厚
く
事
務
局
を
安
心
し
て
任
せ
て
い
ま

す
。ま
た
、青
年
部
の
方
々
に
は
、先
代
が

築
い
た
歴
史
の
上
に
胡
坐
を
か
く
こ
と
な

く
、自
分
の
経
営
理
念
を
も
っ
て
堂
々
と

し
た
態
度
で
経
営
に
邁
進
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。皆
が
今
こ
そ
勉
強
に
励

み
、熱
い
経
営
者
魂
を
も
っ
て
、業
態
変
革

の
ド
ア
を
開
い
て
い
き
た
い
」と
組
合
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
。

群馬県印刷工業組合

杉浦理事、加藤事務局長、�田理事長

理
事
長　

�
田
吉
太
郎

所
在
地　

〒
三
七
〇
―
〇
〇
六
五

　
　
　
　

高
崎
市
末
広
町
三
二
四
番
地

電　

話　

〇
二
七
―
三
二
六
―
五
九
三
二

設　

立　

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
六
日

組
合
員　

七
十
五
人

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

組合の概要



13

　

ホ
タ
テ
ス
リ
ッ
パ
を
開
発

―
― 
埼
玉
県

　
「
埼
玉
ス
リ
ッ
パ
商
工
業
協
同
組
合
」

は
、
埼
玉
県
と
南
河
原
村
商
工
会
と
共
同

で
、
ホ
タ
テ
貝
の
成
分
を
繊
維
に
織
り
込

ん
だ
ス
リ
ッ
パ
を
開
発
し
た
。

　

ホ
タ
テ
貝
は
、
高
温
焼
却
す
る
と
、
ア

ル
カ
リ
性
の
「
ホ
タ
テ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
」
に

変
化
し
、
高
い
除
菌
・
消
臭
作
用
を
発
揮

す
る
。
ホ
タ
テ
ス
リ
ッ
パ
は
、
こ
の
高
い

除
菌
・
消
臭
作
用
に
着
目
。
水
虫
の
感
染

を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
。
ベ
ー
ジ
ュ
、
ブ

ル
ー
、
グ
リ
ー
ン
の
三
色
で
、
大
中
小
の

三
サ
イ
ズ
。
一
足
組
千
五
百
円
で
、
埼
玉

県
で
開
催
さ
れ
た
国
体
秋
季
大
会
で
試
験

的
に
販
売
さ
れ
た
。

　

組
合
で
は
、
安
い
海
外
か
ら
の
輸
入
品

に
対
抗
す
る
た
め
、
新
技
術
開
発
で
生
き

残
り
を
図
っ
て
い
く
。

　

墓
地
清
掃
を
代
行

―
― 
宮
崎
県

　
「
Ｊ
Ｂ
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合
」
で
は
、
就

職
な
ど
で
故
郷
か
ら
離
れ
て
居
住
し
て
い

る
人
や
体
が
不
自
由
な
ど
、
様
々
な
都
合

に
よ
り
先
祖
の
墓
参
り
が
で
き
な
い
人
の

代
わ
り
に
、
お
墓
の
清
掃
を
代
行
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

　

こ
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
は
、墓
石
の
清
掃
、

草
取
り
、
供
花
を
三
千
三
百
円
で
請
け
負

う
。
作
業
前
後
で
写
真
を
撮
り
依
頼
者
の

確
認
を
得
た
上
で
料
金
を
受
け
取
る
仕
組

み
。
供
花
や
水
の
補
充
だ
け
で
も
行
う
と

の
こ
と
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
年
間
契
約

（
三
回
以
上
）
で
墓
の
管
理
も
す
る
。

　

組
合
で
は
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る
こ
と

で
、
再
就
職
が
難
し
い
高
齢
者
等
の
働
く

場
を
創
出
し
、
雇
用
の
受
け
皿
に
し
て
い

き
た
い
考
え
。

　

生
ゴ
ミ
処
理
の
作
業
を
軽
減

―
― 
神
奈
川
県

　
「
新
横
浜
テ
ク
ノ
ゾ
ー
ン
協
同
組
合
」の

有
志
九
社
十
二
人
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
足
し
、
新
し
い
生
ゴ
ミ
投
入
機
を

製
作
し
た
。

　

こ
の
投
入
機
は
、
企
業
な
ど
が
設
置
す

る
生
ゴ
ミ
処
理
機
に
生
ゴ
ミ
を
自
動
的
に

投
入
で
き
る
装
置
。
高
さ
約
一
・
八
メ
ー

ト
ル
、
幅
八
十
セ
ン
チ
、
奥
行
き
九
十
セ

ン
チ
の
鉄
製
で
、
生
ゴ
ミ
の
入
っ
た
バ
ケ

ツ
を
セ
ッ
ト
し
て
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

と
、
持
ち
上
げ
、
反
転
さ
せ
中
身
を
処
理

機
に
投
入
し
て
く
れ
る
。

　

二
〇
〇
六
年
に
全
面
施
行
さ
れ
る
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
生
ゴ
ミ
処
理
機

を
設
置
す
る
企
業
が
増
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
や
施
設
に
積
極

的
に
売
り
込
ん
で
い
く
。

　

給
食
の
食
材
を
共
同
購
入

―
― 
宮
崎
県

　

都
城
市
の
社
会
福
祉
法
人
が
共
同
で
運

営
す
る「
都
城
地
区
育
児
支
援
協
同
組
合
」

で
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
給
食
食
材
を

共
同
購
入
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　

施
設
と
組
合
、
業
者
間
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
。一
カ
月
分
の
統
一
献
立
を
つ
く
り
、

各
施
設
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

そ
の
月
に
給
食
を
利
用
す
る
人
数
を
入

力
、集
計
し
て
業
者
に
発
注
す
る
仕
組
み
。

　

組
合
は
午
前
中
に
食
材
を
調
達
。
各
施

設
に
は
、
毎
日
午
後
に
翌
日
分
の
食
材
が

届
く
。
共
同
購
入
を
行
な
う
こ
と
で
、
安

定
・
効
率
的
な
供
給
を
図
り
、
コ
ス
ト
削

減
で
き
る
。

　

ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
児
や
離
乳
食
な
ど
の

特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
も
対
応
で
き
る
ほ
か
、

教
材
や
消
耗
品
な
ど
も
注
文
で
き
る
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
情
報
は
、
全
国
中
央

会
が
全
国
の
組
合
等
に
関
す
る
情
報
を
収

集
・
編
集
し
た
「
地
域
組
合
情
報
」
よ
り

抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、詳
細
情
報
を
ご
希
望
の
方
は
、

本
会
情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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環
境
に
優
し
い
家
づ
く
り
を
推
進
す
る

県
内
の
建
築
・
木
材
業
者
で
構
成
さ
れ
た

群
馬
エ
コ
ロ
ジ
ー
住
宅
協
同
組
合
（
福
島

丘
泰
理
事
長
、組
合
員
八
人
）で
は
、十
月

二
十
三
日
、
前
橋
市
の
群
馬
県
木
材
振
興

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
化
学
物
質
と
健
康

被
害
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
農
薬
中
毒

の
診
断
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
医
師
の

青
山
良
子
氏
が
、
農
薬
散
布
に
よ
る
大
気

汚
染
や
建
材
に
塗
布
さ
れ
た
防
虫
剤
等
に

よ
る
室
内
の
空
気
汚
染
が
人
体
に
も
た
ら

す
影
響
に
つ
い
て
、
県
内
で
実
際
に
起
き

た
生
々
し
い
実
態
を
紹
介
。

　

青
山
氏
は
、
人
体
に
入
る
化
学
物
質
の

八
十
三
％
が
空
気
に
よ
り
取
り
込
ま
れ
る

点
を
踏
ま
え
、
同
組
合
が
取
り
組
ん
で
い

る
無
垢
の
国
産
材
を
活
か
し
た
住
宅
作
り

こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
家
づ
く
り
の
基
本

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
建
材
の
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
対
策
に
取
り
組
む
コ
ニ
シ
東
京
支

店
の
井
上
雅
彦
氏
よ
り
、
輸
入
の
無
垢
材

の
中
に
は
、
薬
剤
を
加
圧
注
入
し
た
も
の

が
多
い
点
に
注
意
を
要
す
る
旨
の
講
演
も

行
わ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
家
族
連
れ
を
含
め
約
五
十

人
が
集
ま
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
予
定
時
間
を
大
幅
に
超
え
る
熱
の
こ

も
っ
た
講
習
会
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
高
崎
問
屋
町
駅
の
開
業
に
沸
く
高

崎
卸
商
社
街
協
同
組
合
（
岡
村
晶
夫
理
事

長
、
組
合
員
百
四
十
人
）
で
は
、
十
月
二

十
三
日
〜
二
十
四
日
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
展

示
会
館
エ
ク
セ
ル
ホ
ー
ル
及
び
屋
外
に
お

い
て
、
恒
例
と
な
っ
た
第
四
回
グ
ラ
ン
バ

ザ
ー
ル
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
組
合
員
や
関
連
企
業
等
五
十

二
社
が
出
展
し
、
衣
類
、
食
品
、
雑
貨
、

電
気
製
品
等
が
格
安
で
販
売
さ
れ
た
他
、

全
国
各
地
の
駅
弁
大
会
や
高
崎
高
等
学
校

鉄
道
研
究
部
に
よ
る
鉄
道
模
型
の
展
示
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
走
行
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
の
展
示

販
売
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。

　

開
催
直
前
に
新
駅
が
開
業
し
た
こ
と

で
、
ア
ク
セ
ス
が
よ
り
楽
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
会
場
で
は
朝
早
く
か
ら
屋
外
の

野
菜
直
売
コ
ー
ナ
ー
の
前
に
長
蛇
の
行
列

が
で
き
、
ホ
ー
ル
内
の
出
展
者
の
各
コ
ー

ナ
ー
に
も
お
目
当
て
の
商
品
を
買
い
求
め

る
大
勢
の
来
場
者
が
集
ま
る
な
ど
、
大
変

な
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

　

二
日
間
の
来
場
者
数
は
、
昨
年
を
大
幅

に
上
回
り
約
二
万
五
千
人
を
超
え
、
新
た

な
門
出
に
相
応
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

桐
生
刺
繍
商
工
業
協
同
組
合
（
下
田
勝

理
事
長
、
組
合
員
四
十
人
）
で
は
、
桐
生

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
毎

年
開
催
し
、
今
年
で
三
十
二
回
目
と
な
る

化
学
物
質
の

健
康
へ
の
影
響
を
探
る

群
馬
エ
コ
ロ
ジ
ー
住
宅（
協
）

群
馬
エ
コ
ロ
ジ
ー
住
宅（
協
）

新
駅
開
業
を
祝
い
、

第
四
回
グ
ラ
ン
バ
ザ
ー
ル
開
催

高
崎
卸
商
社
街（
協
）

高
崎
卸
商
社
街（
協
）

第
三
十
二
回
刺
繍
展
を
開
催

桐
生
刺
繍
商
工
業（
協
）

桐
生
刺
繍
商
工
業（
協
）

活発な意見交換が行われた講習会

賑わうバザール会場
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刺
繍
展
を
十
一
月
六
日
〜
七
日
、
桐
生
市

の
「
有
鄰
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
組
合
で
共
同
開
発
し
た
製
品

や
各
種
刺
繍
製
品
の
展
示
販
売
が
行
わ

れ
、
古
い
木
造
倉
庫
を
改
造
し
た
会
場
の

雰
囲
気
と
相
俟
っ
て
、
産
地
な
ら
で
は
の

刺
繍
の
魅
力
を
巧
み
に
演
出
し
て
い
た
。

他
に
も
刺
繍
糸
の
展
示
や
ハ
ン
カ
チ
に
刺

繍
で
ネ
ー
ム
を
入
れ
て
も
ら
え
る
コ
ー

ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
外
よ
り
女
性
客
や

カ
ッ
プ
ル
に
加
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係

の
専
門
学
校
の
学
生
や
観
光
客
な
ど
が
大

勢
訪
れ
、
高
度
な
技
術
が
生
か
さ
れ
た
刺

繍
製
品
に
見
入
る
な
ど
、
刺
繍
へ
の
関
心

の
高
さ
が
窺
え
た
。

　

今
回
は
、
商
店
街
に
面
し
た
会
場
に
変

更
す
る
こ
と
で
、
市
内
で
同
時
に
開
催
さ

れ
て
い
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を
取

り
や
す
く
し
た
こ
と
が
効
を
奏
し
て
、
初

日
だ
け
で
昨
年
の
来
場
者
数
と
販
売
額
を

大
幅
に
上
回
っ
た
。

　

協
同
組
合
前
橋
生
鮮
食
料
品
総
合
卸
売

市
場
（
笠
井
昇
理
事
長
、
組
合
員
三
人
）

で
は
、
十
一
月
七
日
、
市
場
内
に
お
い
て
、

第
十
八
回
市
場
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

　

同
組
合
の
恒
例
事
業
と
し
て
定
着
し
て

い
る
市
場
ま
つ
り
は
、
普
段
は
入
場
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
一
般
消
費
者
を
対
象

に
、
新
鮮
な
魚
菜
類
、
食
肉
、
生
花
に
加

え
、
各
種
食
品
雑
貨
等
を
格
安
の
価
格
で

提
供
し
て
い
る
。

　

市
場
開
設
三
十
五
周
年
の
節
目
に
も

な
っ
た
今
回
は
、青
果
市
場
、水
産
市
場
と

も
昨
年
以
上
の
充
実
を
図
り
、
問
屋
連
合

会
の
即
売
会
や
生
花
市
場
も
開
か
れ
た
。

　

市
場
は
、
開
場
と
同
時
に
生
鮮
品
等
を

買
い
求
め
る
大
勢
の
来
場
者
に
よ
っ
て
埋

め
尽
く
さ
れ
、
マ
グ
ロ
の
解
体
や
バ
ナ
ナ

の
叩
き
売
り
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
威
勢
の

よ
い
掛
け
声
が
響
き
渡
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
野
菜
の
価
格
高
騰
の
影

響
も
あ
り
、
野
菜
売
り
場
の
前
は
黒
山
の

人
だ
か
り
と
な
る
な
ど
、
各
売
り
場
は
、

昨
年
を
上
回
る
約
一
万
五
千
人
の
来
場
者

で
終
日
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

前
橋
中
心
商
店
街
協
同
組
合
（
荒
木
博

一
理
事
長
、
組
合
員
三
百
三
十
五
人
）
で

は
、
ス
ズ
ラ
ン
本
館
と
新
館
を
つ
な
ぐ
市

道
約
四
十
六
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
今
年
も

「
光
の
回
廊
」
を
設
置
し
、
十
一
月
六
日

に
は
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
、
他
に
前
橋
中
心
街
を
流
れ
る

広
瀬
川
に
も
施
さ
れ
、
前
橋
の
夜
を
彩
る

冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

点
灯
式
当
日
は
、
中
心
商
店
街
で
「
ア

マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会
」
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
午
後
五
時
二
十
分
の

点
灯
式
は
、
ち
ん
ど
ん
パ
レ
ー
ド
も
加

わ
っ
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
午
後
五
時
か
ら
午

前
零
時
の
時
間
帯
、
来
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、
幻
想
的
な
光
の

演
出
が
訪
れ
た
買
い
物
客
ら
を
魅
了
し
て

い
る
。

市
場
ま
つ
り
に
一
万
五
千
人

（
協
）前
橋
生
鮮
食
料
品
総
合
卸
売
市
場

（
協
）前
橋
生
鮮
食
料
品
総
合
卸
売
市
場

街
を
彩
る「
光
の
回
廊
」

前
橋
中
心
商
店
街（
協
）

前
橋
中
心
商
店
街（
協
） 一般消費者で賑わう市場内

刺繍でネームを入れるコーナー

街を彩る「光の回廊」
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10月分の報告より 情報連絡員だより

― 団地内企業の現況について ―
　団地内の企業は、冷凍・冷蔵庫や空調
機部品等の機械金属加工業を中心に19
社が操業しています。海外進出や分社化
などの組織再編を進める親企業の動向
を見据えるとともに、新たな取引先や新規
事業の開拓に力を入れていかなければ
なりません。お互いの知恵、技術やノウハ
ウを出し合って、各社が不足する分野を
補いながら付加価値の高い製品を追及
するなど、競争力を高めていくことが最大
のテーマです。

― 組合事業について ―
　設立当初より実施してきた金融事業及
び他団地に先駆け取り組んできた設備
リース事業を柱として、組合員の円滑な
資金調達と組合の財政健全化に向け大
きな成果を得ることができました。今後
は、これらの事業をもっと利用し易くする
環境を整え、また組合員相互の情報ネッ
トワークを推進し、各企業の技術力や開
発力等の経営資源を上手く結びつけ品
質向上や不良品の発生防止に役立てて
いきたいと考えています。

大利根金属工業協同組合

副理事長　 大 濱 義 彦 氏
（情報連絡員）

概　　　　　　　　　　　況景況天気図
製造業は、全体に受注は低調に推移。非製造業は、震災や相次ぐ台風の
影響などで消費は盛り上がりを欠き、売上は低調。素材・原油価格の上
昇に自然災害が追い打ちをかけ、業況、引き続き低調に推移。

９月　　　　10月

�
全　　体

小麦粉需要は、総体的に落ち込みが続く。パンは、コンビニとの競合で
苦戦。漬物は、度重なる台風被害で原料野菜の確保が困難となっている。
特に、白菜や大根などが高騰し、浅漬け業者などで採算割れも。

食 料 品

�
製　

造　

業

桐生では和装は全体に低調に推移しているが、服地は展示会開催による
商談が活発で今後に期待。伊勢崎は、復刻の銘仙が新鮮な感覚で受け入
れられ好調。ニット・繊維製品は、秋物の売れ行き悪く、操業率は低下。

繊 維 ・ 同 製 品

�
生コン出荷量は、公共工事が低調なため減少が続き、公共工事依存度の
高い北毛・西毛地区が特に厳しく、地域間の格差が拡大。コンクリート
製品は価格低迷により厳しい業況、一方ブロックは、値戻しの動きも。

窯業・土石製品

�
自動車関連を中心に全体的に受注は堅調に推移しているが、鋼材など原
材料価格の上昇が続き収益を圧迫。一部では、震災による取引先企業の
操業停止などから、今後の取引への影響を危惧するところも見られる。

機 械 ・ 金 属

�
�

原木市場は、秋の需要期ながら降雨が多く丸太の生産は減少するも、全
体に売行きが鈍いため、価格への反転なく安値で推移。段ボールは、台
風の影響で青果物など広い分野で荷動きが減少し、厳しい業況。

そ の 他

�
繊維関連で需要の低迷が続くほか全体的に売上は減少傾向で、販売価格
も低下しており収益状況は依然として厳しい。生鮮野菜は、相次ぐ台風
の被害による品薄で価格高騰、大量入荷する輸入野菜の定着化を懸念。

卸 売 業

�
非
製
造
業

家電は、展示会効果もあってデジタル家電の売行きが伸び、売上は増加。
石油は、原油価格の高騰が続き仕入価格上昇分の小売価格転嫁が課題。
商店街は、台風や週末の降雨が重なり、来街者が少なく全体に売上減。

小 売 業

�
温泉旅館は、浅間山噴火に続き台風や新潟県中越地震により宿泊予約の
キャンセルが相次ぎ、秋の観光シーズンながら全体に売上は前年割れ。
自動車整備需要は低調に推移。不動産は、価格・件数ともに前年並み。

サ ー ビ ス 業

�
公共事業の執行率は高いものの、発注件数が全体に少なく厳しい状況。
塗装工事業は、一部に小規模工事の受注も見受けられるが、取引条件等
が厳しく収益は悪化。鐵構業は、店舗や倉庫の建設など民需が増加気配。

建 設 業

�
�

９月決算の反動で荷動きが鈍るところも見受けられたが、一部で新潟県
中越地震による緊急物資の輸送などで車両不足が発生するところもあ
り、全体では概ね前年並みで推移。燃料価格の高騰で収益状況は厳しい。

運 輸 業

�

業況、引き続き低調に推移業況、引き続き低調に推移

� ������������������������������������
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「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」が
改

正
さ
れ
、
こ
の
う
ち
不
法
滞
在
者
対
策
に

関
す
る
規
定
に
つ
い
て
平
成
十
六
年
十
二

月
二
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
。

▼
上
陸
拒
否
期
間
の
見
直
し

　

外
国
人
が
我
が
国
に
入
国
す
る
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
る
期
間
（
上
陸
拒
否
期
間
）
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

①
過
去
に
退
去
強
制
歴
等
の
あ
る
者　

十
年

②
出
国
命
令
に
よ
り
出
国
し
た
者　

一
年

③
入
国
管
理
局
の
摘
発
等
に
よ
り
退
去
強

制
さ
れ
た
も
の
（
退
去
強
制
歴
等
の
な

い
場
合
）　

五
年

▼
罰
金
の
引
き
上
げ

　

不
法
入
国
の
罪
等
に
関
す
る
罰
金
額
の

上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

①
不
法
入
国
の
罪
等

　

罰
金
三
十
万
円
�
三
百
万
円

・
偽
変
造
旅
券
で
入
国
し
た
り
密
入
国
し

た
り
し
た
場
合

・
在
留
期
間
を
経
過
し
て
不
法
残
留
し
た

場
合
等

②
不
法
就
労
助
長
の
罪

　

罰
金
二
百
万
円
�
三
百
万
円

・
不
法
滞
在
者
や
就
労
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
残
留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
に
不

法
就
労
活
動
を
さ
せ
た
り
、
他
の
会
社

等
に
あ
っ
せ
ん
し
た
り
し
た
場
合
等

③
無
許
可
資
格
外
活
動
の
罪

　

罰
金
二
十
万
円
�
二
百
万
円

・
就
学
生
が
資
格
外
活
動
許
可
を
受
け
ず

日
雇
い
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
場
合
等

▼
出
国
命
令
制
度
の
新
設

　

不
法
残
留
（
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
）
者
が

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
場
合
に
は

自
ら
出
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
速
や
か
に
出
国
す
る
意
思
を
も
っ
て
自

ら
入
国
管
理
官
署
に
出
頭
し
た
こ
と

・
不
法
残
留
以
外
の
退
去
強
制
事
由
に
該

当
し
な
い
こ
と

・
入
国
後
に
窃
盗
罪
等
の
所
定
の
罪
に
よ

り
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と

・
過
去
に
退
去
強
制
歴
等
の
な
い
こ
と

・
速
や
か
に
出
国
す
る
こ
と
が
確
実
と
見

込
ま
れ
る
こ
と

―
― 
国
民
生
活
金
融
公
庫

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
九
月
に
実

施
し
た
小
企
業
の
雇
用
動
向
調
査
の
調
査

結
果
を
ま
と
め
た
。
主
な
調
査
結
果
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

﹇
従
業
員
の
過
不
足
﹈

・
従
業
員
の
過
不
足
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
前
年

の
▲
二
・
六
か
ら
五
・
四
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
、
二
・
八
と
な
っ
た
。
Ｄ
Ｉ
が

「
不
足
」超
に
な
っ
た
の
は
四
年
ぶ
り
。

・「
不
足
」
企
業
割
合
は
一
七
・
二
％
で
前

年
に
比
べ
て
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

「
過
剰
」
企
業
割
合
は
三
・
〇
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
。

・
業
種
別
で
Ｄ
Ｉ
を
み
る
と
、
製
造
業
は

七
・
八
、
情
報
通
信
業
は
二
三
・
五
、

運
輸
業
は
一
〇
・
一
で
不
足
感
が
強
い
。

﹇
従
業
員
の
増
減
﹈

・
一
年
前
に
比
べ
て
従
業
員
数
が
「
増
加
」

し
た
企
業
割
合
は
、前
年
に
比
べ
て
一
・

六
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
一
〇
・
〇
％
と

な
っ
た
。
一
方
、「
減
少
」
企
業
割
合
は

前
年
に
比
べ
て
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
一
七
・
四
％
と
な
っ
た
。

・「
増
加
」企
業
割
合
が
最
も
高
い
業
種
は

情
報
通
信
業
、
運
輸
業
で
あ
り
、
と
も

に
二
七
・
五
％
、
次
い
で
、
製
造
業（
一

三
・
八
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
従
業
員
の
採
用
人
数
と
離
職
人
数
﹈

・
企
業
が
こ
の
一
年
間
に
新
た
に
採
用
し

た
従
業
員
数
合
計
は
四
千
四
百
二
人

で
、
離
職
人
数
合
計
（
四
千
二
十
二
人
）

を
三
百
八
十
人
上
回
っ
た
。

・
雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、
正
社
員
で
は

採
用
人
数
（
千
八
百
五
十
七
人
）
が
離

職
人
数
（
千
八
百
四
十
四
人
）
を
十
三

人
上
回
っ
た
。
パ
ー
ト
等
で
は
、
採
用

人
数
（
二
千
二
百
八
十
五
人
）
が
離
職

人
数
（
千
九
百
八
十
九
人
）
を
二
百
九

十
六
人
上
回
っ
て
い
る
。

﹇
雇
用
に
関
す
る
課
題
と
今
後
の
方
針
﹈

・
雇
用
に
関
す
る
課
題
と
し
て
は
、「
現
在

の
従
業
員
の
能
力
向
上
」
を
あ
げ
る
企

業
割
合
が
五
九
・
〇
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
人
件
費
の
削
減
」
が
四
八
・

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

・
今
後
一
年
間
の
従
業
員
に
関
す
る
方
針

を
み
る
と
、「
増
や
す
」企
業
割
合
は
、前

年
に
比
べ
て
三
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

一
三
・
七
％
と
な
っ
た
。「
減
ら
す
」
企

業
割
合
は
前
年
に
比
べ
て
一
・
七
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
六
・
八
％
と
な
っ
た
。

・「
増
や
す
」企
業
割
合
が
最
も
高
い
業
種

は
情
報
通
信
業
（
四
九
・
四
％
）
で
、

以
下
、
運
輸
業
、
製
造
業
、
卸
売
業
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
施
行
に
つ
い
て

小
企
業
の
雇
用
動
向



18

　

十
一
月
十
七
・
十
八
・
十
九
日
の
三
日

間
、
沼
田
市
に
あ
る
群
北
リ
サ
イ
ク
ル
事

業（
協
）
を
対
象
に
「
出
張
パ
ソ
コ
ン
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

　

当
組
合
で
は
、一
般
廃
棄
物
の
収
集
等
、

行
政
か
ら
の
委
託
事
業
の
増
加
に
伴
い
、

組
合
と
組
合
員
間
で
の
事
務
の
効
率
化
と

組
合
員
の
情
報
化
の
推
進
が
必
要
と
の
考

え
か
ら
、
本
会
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
事
業
を

利
用
す
る
こ
と
で
一
致
。
事
務
局
近
く
の

地
元
公
民
館
を
会
場
に
、
午
後
五
時
か
ら

連
夜
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

研
修
で
は
、
日
頃
習
う
機
会
が
少
な
い

組
合
員
が
多
数
参
加
し
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
実
習
に

熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

　

十
一
月
十
日
、
館
林
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ぐ
ん
ま

（
協
）
を
対
象
と
し
た
「
経
営
革
新
支
援
集

中
指
導
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

当
事
業
は
、
経
営
革
新
に
取
り
組
も
う

と
す
る
組
合
及
び
組
合
員
を
対
象
に
、
そ

の
円
滑
な
遂
行
を
支
援
す
る
た
め
専
門
家

に
よ
る
継
続
的
な
指
導
を
行
う
も
の
で
、

今
年
度
は
当
組
合
の
他
に
四
組
合
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
当
組
合
に
対
す
る
第
一
回
目

の
指
導
で
、（
有
）シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
橋
爪
準
一
氏
を
専
門
家
に

招
き
、
自
主
保
全
活
動
も
含
め
て
の
「
超

五
Ｓ
活
動
」
の
進
め
方
に
つ
い
て
指
導
が

行
わ
れ
た
。

経
営
革
新
支
援
集
中
指
導
を
実
施

出
張
パ
ソ
コ
ン
研
修
会
を
開
催

　

十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月
四
日
に
か
け

て
の
延
べ
六
日
間
、
前
橋
市
･
中
小
企
業

会
館
に
お
い
て
、「
組
合
実
務
研
修
会
」
を

開
催
し
た
。

　

組
合
役
員
を
対
象
に
、
そ
の
職
務
権
限

や
責
任
等
に
つ
い
て
、
事
務
局
職
員
を
対

象
に
組
合
の
登
記
・
届
出
、
経
理
等
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

べ
く
実
施
さ
れ
、
初
日
の
十
月
二
十
日
に

は
、
組
合
役
員
を
対
象
に
、
明
治
大
学
助

教
授
の
森
下
正
氏
の
講
演
も
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
中
央
会
指
導
員
が
中
心
と
な

り
、
組
合
運
営
を
テ
ー
マ
と
し
た
役
員
を

対
象
の
研
修
が
二
回
、
組
合
事
務
を
テ
ー

マ
と
し
た
職
員
を
対
象
の
研
修
が
四
回
実

施
さ
れ
た
。

　

十
月
二
十
五
日
、
前
橋
市
・
前
橋
問
屋

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
群
馬
県
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス（
協
）
を
対
象
に
「
業
種
別
講
習

会
」
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
社
団
法
人
日
本
能
率
協
会
の

高
田
剛
氏
を
講
師
に
招
き
、「
指
定
管
理
者

制
度
の
動
向
と
今
後
の
展
望
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
っ

て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
、
管
理
者
に
な
る
た
め
に
は
企

画
・
運
営
機
能
を
備
え
る
こ
と
、
ま
た
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
あ
る
企
業
と
組
む

こ
と
も
検
討
す
べ
き
等
が
強
調
さ
れ
、
さ

ら
に
、
自
治
体
の
動
向
や
業
界
の
課
題
等

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

業
種
別
講
習
会
を
開
催

中 央 会 だ よ り

� ������������������������������������

組
合
実
務
研
修
会
を
開
催
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全
国
に
は
何
万
と
い
う
商
店
街
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
法
人
格
を
も
っ
た
商
店
街

振
興
組
合
は
二
千
六
百
ほ
ど
あ
る
が
、
城

所
ひ
と
み
氏
は
、
唯
一
の
女
性
理
事
長
と

の
こ
と
。
港
区
商
店
会
連
合
会
副
会
長
、

赤
坂
青
山
地
区
環
境
美
化
浄
化
推
進
協
議

会
会
長
等
も
務
め
る
な
ど
、
ま
さ
に
八
面

六
臂
の
活
躍
。
今
年
二
月
、
前
橋
に
招
い

た
折
に
、
そ
の
素
敵
な
話
に
感
激
し
た
参

加
者
の
声
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
回
の

視
察
研
修
と
な
っ
た
。

　

当
商
店
街
は
、
東
京
駅
か
ら
丸
の
内
線

で
約
十
分
の
赤
坂
見
附
駅
付
近
に
あ
る
。

近
く
に
は
、
赤
坂
御
所
、
永
田
町
も
あ
る

オ
フ
ィ
ス
街
で
、
近
隣
企
業
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
日
用
品
、
ラ
ン
チ
、
さ
ら
に
は
夕

食
、
宴
会
等
に
対
応
し
て
い
る
。
数
が
少

な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
有
名
料
亭
も
六

軒
あ
る
と
い
う
。

　

今
回
の
視
察
目
的
は
、
個
店
の
商
売
や

街
区
づ
く
り
、
商
店
街
事
業
そ
の
も
の
を

参
考
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
城
所
ひ
と

み
理
事
長
が
女
性
理
事
長
と
し
て
ど
の
よ

う
に
組
合
員
と
手
を
携
え
、
行
政
や
地
元

企
業
等
の
地
域
と
連
携
し
て
き
た
の
か
、

そ
の
原
動
力
を
探
る
べ
く
企
画
さ
れ
た
。

　

城
所
氏
は
冒
頭
「
女
性
の
つ
く
る
街
は

優
し
く
な
り
ま
す
。
男
性
が
ヒ
ー
ル
を
履

い
て
み
れ
ば
分
か
る
は
ず
」
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
、
も
っ
と
女
性
の
感
覚
を
街
づ
く

り
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
力
説
。

　

お
し
ゃ
れ
で
文
化
的
な
、
人
々
が
憧
れ

て
集
う
街
を
目
指
し
、
環
境
対
策
、
駐
車

対
策
に
は
大
い
に
腐
心
。
組
合
員
が
通
り

を
清
掃
す
る
時
の
帽
子
・
ベ
ス
ト
姿
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
も
披
露
さ
れ
た
。
わ
ざ
と
目

立
つ
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
見
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
店
街
と
し

て
�
魅
せ
て
い
る
�
と
の
こ
と
。

　

女
性
理
事
長
と
し
て
苦
労
さ
れ
た
話
を

尋
ね
る
と
、「
女
性
は
一
人
何
役
も
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
か
み
さ
ん
、母
親
、

私
の
場
合
は
理
事
長
と
、
目
の
回
る
忙
し

さ
で
し
た
。
行
政
等
に
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
直
接
担
当
者
に
窮
状
を
訴

え
る
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と
で
男

性
社
会
の
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
辛
い
思
い
も

し
ま
し
た
が
、
逆
に
、
多
く
の
方
が
私
を

支
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、
苦
労
さ
れ
た

こ
と
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

　

参
加
者
は
一
様
に
、
女
性
の
感
覚
の
重

要
性
と
、
城
所
氏
の
�
し
な
や
か
な
�
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
（
影
響
力
）
を
感
じ
て
い
た

よ
う
だ
。

し
な
や
か
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
学
ぶ

〜
女
性
理
事
長
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
〜

県
商
振
連
だ
よ
り

　

十
一
月
十
七
日
（
水
）・
十
八
日
（
木
）
に
わ
た
り
、
商
店
街
女
性
部
の
視
察

研
修
が
、
東
京
都
港
区
の
「
商
店
街
振
興
組
合
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
赤
坂
」
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
十
二
名
の
参
加
者
は
、
全
国
で
も

数
少
な
い
女
性
理
事
長
・
城
所
ひ
と
み
氏
の
講
義
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
、�
し

な
や
か
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
�
を
感
じ
と
っ
た
。

� ������

� ������

商店街風景

清掃時のコスチュームを披露

商店街運営を語る城所理事長
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▼
今
年
の
全
国
大
会
開
催
を
め
ぐ
っ
て

は
、
被
災
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
開
催
す
べ

き
か
も
含
め
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
も

種
々
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
華
美
な

祭
り
ム
ー
ド
を
自
粛
す
る
た
め
、
予
定

さ
れ
た
前
夜
祭
も
急
遽
交
流
会
に
改

め
、
震
災
復
興
の
特
別
決
議
を
盛
り
込

む
な
ど
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
調
整
が
行
わ

れ
た
と
の
事
で
す
。
結
果
は
被
災
地
激

励
の
意
味
も
あ
っ
て
盛
会
裡
に
終
了
。
主

催
さ
れ
た
新
潟
県
の
関
係
者
の
方
々
の

ご
苦
労
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
と
共
に

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

▼
十
一
月
は
連
携
組
織
強
化
月
間
。
本

誌
で
紹
介
し
た
組
織
化
推
進
連
絡
会
を

始
め
、
県
内
各
地
で
活
発
に
活
動
し
て
い

る
任
意
グ
ル
ー
プ
等
を
個
別
に
訪
問

し
、
組
合
制
度
の
周
知
や
法
人
化
へ
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
個
別
訪
問

を
し
て
み
る
と
、中
央
会
の
認
知
度
は
ま

だ
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ

ま
す
。
年
間
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
と
接

点
づ
く
り
が
課
題
で
す
。

▼
こ
の
「
中
小
企
業
ぐ
ん
ま
」
も
次
の
一

月
号
か
ら
Ａ
四
版
サ
イ
ズ
に
変
わ
り
ま

す
。
昭
和
三
十
六
年
の
創
刊
以
来
Ｂ
五

版
で
発
行
を
重
ね
て
来
ま
し
た
が
、
Ａ

四
版
が
世
の
主
流
と
な
り
、
内
容
の
見

直
し
も
含
め
改
訂
を
行
う
も
の
で
す
。

よ
り
見
易
く
、親
し
ま
れ
る
も
の
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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お知らせコーナー
■
新
年
会
開
催
の
ご
案
内

―
― 
群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
恒
例
の
新
年
会
を
左
記
の

通
り
開
催
致
し
ま
す
。

　

新
春
講
演
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
傘
下
の
組
合
員
及
び
役
員
の
方
々
に

周
知
し
て
い
た
だ
き
、
多
数
ご
出
席
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
開
催
日　

一
月
十
九
日（
水
）

・
場　

所　

前
橋
商
工
会
議
所

・
内
容
等

①
新
春
講
演
会

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
五
十
分

　

テ
ー
マ

　
　
「
二
〇
〇
五
年
日
本
経
済
の
行
方
」

　

講　

師
三
井
住
友
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト（
株
）　

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

宅
森
昭
吉

氏

②
懇
親
会

　

午
後
三
時
〜
四
時
三
十
分

・
会　

費　

一
人　

五
千
円

※
お
申
込
み
は
本
会
総
務
課
ま
で
。

■
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
フ
ァ
イ
ト
」タ
イ
ト
ル

ロ
ゴ
の
二
次
使
用
説
明
会
に
つ
い
て

―
― 
群
馬
県

　

平
成
十
七
年
春
よ
り
、
群
馬
県
を
舞
台

と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
フ
ァ

イ
ト
」
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
番
組
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
商
品
、
チ
ラ
シ
等
に
使
用
す
る

に
あ
た
り
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

・
日　

時　

十
二
月
十
七
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

・
会　

場　

群
馬
県
庁
二
八
一
―
Ａ
会
議
室

・
参
加
料　

無
料

・
締
切
日　

十
二
月
十
日（
金
）

※
詳
細
は
、
群
馬
県
総
務
局
地
域
創
造
課

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
フ
ァ
イ
ト
」
支
援

グ
ル
ー
プ
（
�
〇
二
七
―
二
二
六
―
二

三
七
三
）
ま
で
。

■
ぐ
ん
ま
ビ
ジ
ネ
ス
展
示
・
商
談
会
参
加

企
業
の
募
集
に
つ
い
て

―
― 
県
産
業
支
援
機
構

　

財
団
法
人
群
馬
県
産
業
支
援
機
構
で

は
、「
一
社
一
技
術
」
や
「
経
営
革
新
」
等

の
認
定
企
業
な
ど
、
固
有
の
技
術
力
を

も
っ
た
活
力
溢
れ
る
企
業
の
取
引
先
拡
大

を
支
援
す
る
た
め
、
ぐ
ん
ま
ビ
ジ
ネ
ス
展

示
・
商
談
会
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

・
対
象
者　

群
馬
県
内
に
事
業
所
を
有

し
、
機
械
金
属
関
連
業
種
な
ど
基
盤
技

術
等
製
造
企
業
で
、
原
則
と
し
て
県
の
認

定
、施
策
等
を
活
用
し
て
い
る
中
小
企
業

・
開
催
日　

二
月
八
日（
火
）

　
「
展
示
会
」　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　
「
商
談
会
」　

午
後
二
時
〜
午
後
五
時

・
会　

場　

群
馬
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

〈
表
紙
絵
・
李　

志
宏 
氏
〉

十
二
月
の
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
商
工
中
金
前
橋
支
店

　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

十
二
月
十
五
日
、
二
十
二
日
、

二
十
九
日

・
参
加
料　

五
千
円

・
締
切
日　

十
二
月
十
七
日（
金
）

※
詳
細
は
、
企
業
支
援
グ
ル
ー
プ
（
�
〇

二
七
―
二
五
五
―
六
五
〇
一
）
ま
で
。

■
年
末
の
資
金
融
資
に
つ
い
て―

― 
群
馬
県

　

群
馬
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
季
節
的
な
資

金
需
要
期
を
迎
え
る
中
小
企
業
者
等
の
金

融
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
、
七
十
億

円
の
融
資
枠
で
、中
小
企
業
季
節
資
金（
年

末
資
金
）
の
融
資
を
実
施
し
ま
す
。

・
対

象

者　

継
続
し
て
一
年
以
上
の
事

業
実
績
を
有
す
る
中
小
企
業
者

・
受
付
期
間　

一
月
三
十
一
日
（
月
）
迄

・
資
金
使
途　

短
期
の
運
転
資
金

・
限

度

額　

一
千
万
円

・
融
資
利
率　

年
一
・
九
％（
信
用
保
証
付

は
年
一
・
五
％
）以
内

・
融
資
期
間　

五
ヶ
月
以
内

※
詳
細
は
、
県
商
政
課
（
�
〇
二
七
―
二

二
六
―
三
三
三
二
）
ま
で
。


